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CT08-01D～ＣＴ64-01D　共通コマンド表（ＬＡＮ，ＵＳＢ対応）

コマンド   コマンド内容 　　　　内　容　詳　細

ＡＬＭ？ alarm read 0-15ch ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ内容の問合せ　０－１５ＣＨとタイマ

応答： overXXXXTM or overXXXX--

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ内容の問合せ　０－４７ＣＨとタイマ

ＡＬＭＸ？ alarm read extended to 0-xxch 応答： overXXXXXXXXXXXXTM or

　　xx: 08 to 64          overXXXXXXXXXXXX--

ＣＬＡＬ clear all 全ｶｳﾝﾀ、ﾀｲﾏｸﾘｱ

ＣＬＰＣ clear preset counter ﾌﾟﾘｾｯﾄｶｳﾝﾀ(ch7)ｸﾘｱ

ＣＬＴＭ clear timer ﾀｲﾏｸﾘｱ

ＣＬＣＴｘｘ clear counter xx ｶｳﾝﾀｘｘｸﾘｱ ｘｘ：00-47

ＣＬＣＴｘｘｙｙ clear counter xx to yy ｶｳﾝﾀxx to yy ｸﾘｱ ｘｘ、ｙｙ：00-47

ＣＰＲ？ counter preset data read ｶｳﾝﾀﾌﾟﾘｾｯﾄ値ﾘｰﾄﾞ

応答 １０進数で８桁で（Kcts単位） （例：０００１００００）

ＣＰＲF？ counter preset data read ｶｳﾝﾀﾌﾟﾘｾｯﾄ値ﾘｰﾄﾞ

応答 １０進数で８桁で（cts単位） （例：０００１００００）

ＣＴＭＲ？uuvvww counter uu to vv and timer read ｶｳﾝﾀ uu ～ vv chﾘｰﾄﾞ uu, vv：00-47

応答 10進１０桁 ww: 00/no timer, 01/timer

ＣＴＭＲＨ？uuvvww counter uu to vv and timer read ｶｳﾝﾀ uu ～ vv chﾘｰﾄﾞ uu, vv：00-47

応答 16進8桁 ww: 00/no timer, 01/timer

ＣＴＲ？xｘ counter xx read ｶｳﾝﾀxxﾘｰﾄﾞ ｘｘ：00-47

応答 10進１０桁

ＣＴＲＨ？xｘ counter xx read ｶｳﾝﾀxxﾘｰﾄﾞ ｘｘ：00-47

応答 1６進８桁

ＣＴＲ？ｘｘｙｙ counter xx to yy read ｶｳﾝﾀxx to yy ﾘｰﾄﾞ ｘｘ、ｙｙ：00-47

応答 10進１０桁　区切りはスペース

ＣＴＲＨ？ｘｘｙｙ counter xx to yy read ｶｳﾝﾀxx to yy ﾘｰﾄﾞ ｘｘ、ｙｙ：00-47

応答 16進８桁　区切りはスペース

ＤＳＡＳ disable auto stop 自動停止禁止（STOPｺﾏﾝﾄﾞまでｶｳﾝﾄ)

ＥＮＣＳ enable counter stop ｶｳﾝﾀ停止有効

ＥＮＴＳ enable timer stop ﾀｲﾏｰ停止有効

ＭＯＤ？ mode read ﾓｰﾄﾞの問合せ

ＲＤＡＬ？ read all counter and timer 全ｶｳﾝﾀ・ﾀｲﾏﾘｰﾄﾞ　応答：１０進１０桁

ＲＤＡＬＨ？ read all counter and timer 全ｶｳﾝﾀ・ﾀｲﾏﾘｰﾄﾞ　応答：１６進　８桁　

ＳＣＰＲｄｄｄｄ・・・・ set counter preset data ﾌﾟﾘｾｯﾄｶｳﾝﾀ値ｾｯﾄ(Kcts単位)

ＳＣＰＲＦｄｄｄｄ・・・・ set counter preset data ﾌﾟﾘｾｯﾄｶｳﾝﾀ値ｾｯﾄ（cts単位）

ＴＰＲ？ timer preset data read ﾀｲﾏﾌﾟﾘｾｯﾄ値ﾘｰﾄﾞ(ms単位）

ＴＰＲF？ timer preset data read ﾀｲﾏﾌﾟﾘｾｯﾄ値ﾘｰﾄﾞ(μs単位）

ＳＴＯＰ stop counter ｶｳﾝﾀｽﾄｯﾌﾟ

ＳＴＰＲｄｄｄｄ・・・・ set preset counter to dddd・・・・ ﾌﾟﾘｾｯﾄﾀｲﾏ値ｾｯﾄ(ms)単位

ＳＴＰＲＦｄｄｄｄ・・・・ set preset counter to dddd・・・・ ﾌﾟﾘｾｯﾄﾀｲﾏ値ｾｯﾄ(μs)単位

ＳＴＲＴ start counter ｶｳﾝﾀｽﾀｰﾄ

ＴＭＲ？ timer read ﾀｲﾏﾘｰﾄﾞ　　応答：１０進１０桁

ＴＭＲＨ？ timer read ﾀｲﾏﾘｰﾄﾞ　　応答：１６進１０桁

ＶＥＲ？ version information read ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報ﾘｰﾄﾞ "1.00 11-11-11 CT48-01D"

ＶＥＲＨ？ hardware version information ﾊｰﾄﾞｳｪｱﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報ﾘｰﾄﾞ　"HD-VER 1"

REST reset and start ﾓｼﾞｭｰﾙのﾘｾｯﾄｽﾀｰﾄ。電源再投入と同じです。

FLG?x (x:0, 1, 2, 3) read internal flag 内部状態ﾌﾗｸﾞの読出しを行います
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GATE信号同期、タイマクロック同期データ収集コマンド

データ収集準備コマンド

ＣＬＧＳＤＮ Clear Gate Synchronous 現在データ番号クリア（データ格納開始番地を

 Data Number ゼロにする）

CLGSAL Clear Gate Synchronous 現在データ番号・全データクリア

 acquired All data （格納開始番地をゼロに、全データメモリクリア）

ＧＳＤＮｄｄｄ・・・ Gate Synchronous Data 現在データ番号（データ格納開始番地）セット

acquisition data Number set to

GSDN? Gate Synchronous Data 現在データ番号読み出し

acquisition data Number read  reply : ０　～　９９９９

ＧＳＥＤｄｄｄ・・・ Gate Synchronous acquisition 測定最終データ番号セット

End data Number set to 　（この番号までデータを取得後測定自動終了）

GSED? Gate Synchronous acquisition 測定最終データ番号読出し

End data Number read  reply : ０　～　９９９９

GATE信号同期データ収集関連コマンド

ＧＳＴＲＴ Gate synchronous data ゲート同期データ収集スタート

acquisition STaRT 　（電源投入直後は、停止状態です）

ＧＥＳＴＲＴ Gate Edge synchronous data ゲートエッジ同期データ収集スタート

acquisition STaRT 　（電源投入直後は、停止状態です）

タイマ（内部生成）クロック同期データ収集関連コマンド

ＧTRUNddd・・・ Gate Timer synchronous ゲートタイマ ON 時間設定

RUN time 　（μｓ単位で設定可）

ＧTRUN？ Gate Timer synchronous ゲートタイマ ON 時間読み出し

RUN time read

ＧTOFFddd・・・ Gate Timer synchronous ゲートタイマ同期データ収集OFF時間

OFF time 　（μｓ単位で設定可）

ＧTOFF？ Gate Timer synchronous ゲートタイマ同期データ収集OFF時間読出し

OFF time read

ＧTＳＴＲＴ Gate Timer synchronous data ゲートタイマ同期データ収集スタート

acquisition STaRT 　（電源投入直後は、停止状態です）

同期データ収集動作共通コマンド

ＳＴＯＰ ｇate synchronous data ゲート同期データ収集中強制ストップ

acquisition STOP 　（カウンタストップ"STOP"と共通です）

GSTS? Gate synchronous data ゲート同期データ収集状態読み出し

acquisition Status read

GSDAL? Gate synchronous acquired 全データ（０～現在データ番号 - 1 まで）

all data(0-7ch & time) read 応答：１０進数

GSDALX? Gate synchronous acquired 全データ読み出し（０～現在データ番号 - 1 まで）

all data(0-47ch & time) read 応答：１０進数

GSDALＨ? Gate synchronous acquired 全データ読み出し（０～現在データ番号 - 1 まで）

all data(0-7ch & time) read 応答：１６進数

GSDALXＨ? Gate synchronous acquired 全データ読み出し（０～現在データ番号 - 1 まで）

all data(0-47ch & time) read 応答：１６進数

GSDRD?xxxxyyyy Gate synchronous acquired data 設定範囲全データ読み出し

 (0-7ch) read from xxxx to yyyy 応答：１０進数

GSDRDX? Gate synchronous acquired data 設定範囲全データ読み出し  (K)付加でデータ番号は

        xxxxyyyy(K)  (0-47ch) read from xxxx to yyyy 応答：１０進数 ×1000になります
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GSDRDＨ?xxxxyyyy Gate synchronous acquired data 設定範囲データ読み出し

(0-7ch) read from xxxx to yyyy 応答：１６進数

GSDRDXＨ? Gate synchronous acquired data 設定範囲データ読み出し(ＬＡＮ高速読出対応）

　　　 xxxxyyyy(K) (0-47ch) read from xxxx to yyyy 応答：１６進数

GSＣRD? Gate synchronous acq. data read 設定範囲の設定チャンネルデータ読み出し

        uvwxxxxyyyy (u - v ch) from xxxx to yyyy 応答：１０進数 ch u to v, w:1 タイマ有り

GSＣRDX? Gate synchronous acq. data read 設定範囲の設定チャンネルデータ読み出し

 uuvvwwxxxxyyyy(K) (uu-vv ch)from xxxx to yyyy 応答：１０進数 ch uu to vv, ww: 01 タイマ有り

GSCRDＨ? Gate synchronous acq. data read 設定範囲データ読み出し

        uvwxxxxyyyy (u - v ch) from xxxx to yyyy 応答：１６進数 ch u to v, w:1 タイマ有り

GSCRDXＨ? Gate synchronous acq. data read 設定範囲データ読み出し

 uuvvwwxxxxyyyy(K) (uu-vv ch)from xxxx to yyyy 応答：１６進数 ch uu to vv, ww: 01 タイマ有り

カウンタ・タイマの連続読取りコマンド

ＴＳＤＬ(H)uvw Timer Synchronous DownLoad タイマ同期ダウンロード内容を設定します

 ch u to v and timer カウンタch u ～ v と w:1/0 タイマデータ有無

応答は"H"無し：１０進　"H"有り：１６進です

ＴＳＤＬX(H)uuvvww Timer Synchronous DownLoad タイマ同期ダウンロード内容を設定します

 ch uu to vv and timer カウンタch uu ～ vv と ww:01/00 ﾀｲﾏﾃﾞｰﾀ有無

応答は"H"無し：１０進　"H"有り：１６進です

ＴＳＤＬ? Timer Synchronous DownLoad タイマ同期ダウンロード設定内容を読出します

 Setting Read 応答は　H_uu_vv_ww, D_uu_vv_ww　などです。

"H"：１６進　"Ｄ"：１０進です。

ＴＳＤＴxxx Timer Synchronous DownLoad ダウンロードのインターバル時間を

 interval Time １ｍｓ単位で設定します

ＴＳＤＴ？  interval Time read インターバル時間の読み出し

ＴＳＤＳＴＲＴ Download START ダウンロードの開始指示

ＴＳＤＳＴＯＰ Download STOP ダウンロードの停止指示

ＸＳＤＬ(H)uvw eXternal Synchronous DownLoad 外部ゲート同期ダウンロード内容を設定します

 ch u to v and timer カウンタch u ～ v と w:1/0 タイマデータ有無

応答は"H"無し：１０進　"H"有り：１６進です

ＸＳＤＬX(H)uuvvww eXternal Synchronous DownLoad 外部ゲート同期ダウンロード内容を設定します

 ch uu to vv and timer カウンタch uu ～ vv と ww:01/00 ﾀｲﾏﾃﾞｰﾀ有無

応答は"H"無し：１０進　"H"有り：１６進です

ＸＳＤＬ? eXternal Synchronous DownLoad 外部信号同期ダウンロード設定内容を読出します

 Setting Read 応答は　H_uu_vv_ww, D_uu_vv_ww　などです。

"H"：１６進　"Ｄ"：１０進です。

XＳＤＳＴＲＴ Download START ダウンロードの開始指示

XＳＤＳＴＯＰ Download STOP ダウンロードの停止指示

ＳＴＯＰ stop counter and Download ｶｳﾝﾀｽﾄｯﾌﾟおよびダウンロード停止

LCD表示機能コマンド

SDUxx set display upper row xx channel LCD上段にCH xxを表示する

xx：00-07

SDUTM set display upper row timer data LCD上段にタイマー値を表示する

SDUCP set display upper row LCD上段にカウンタプリセット値を表示する

counter preset data

SDUTP set display upper row LCD上段にタイマープリセット値を表示する

timer preset data
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SDLxx set display lower row xx channel LCD下段にCH xxを表示する

xx：00-07

SDLTM set display lower row timer data LCD下段にタイマー値を表示する

SDLCP set display lower row LCD下段にカウンタプリセット値を表示する

counter preset data

SDLTP set display lower row LCD下段にタイマープリセット値を表示する

timer preset data

BKON Back Light ON バックライトを点灯する

BKOFF Back Light OFF バックライトを消灯する

LAN関連コマンド

MAC? MAC address read 応答：００５０Ｃ２９７００１８　などと読み出せます

    　Read only

IPAxxx_xxx_xxx_xxx IP address set LANのIPアドレスをセットする

  xxx: 000～255 電源再立ち上げまたは "REST"コマンド後有効

ＩＰＡ？ IP address read IPアドレスの読み出し

応答：IPA192_168_001_155 など

ＰＲＴ　７７７７ ポート番号 set ポート番号をセットする

  xxx: ７７７７ 電源再立ち上げまたは "REST"コマンド後有効

ＰＲＴ？ Port number read ポート番号の読み出し

応答：PRT ７７７７ など

GTWxxx_xxx_xxx_xxx GateWay address set LANのGateWayアドレスをセットする

  xxx: 000～255 電源再立ち上げまたは "REST"コマンド後有効

GTW? GateWay address read GateWayアドレスの読み出し

応答：GTW192_168_001_001 など

SNMxxx_xxx_xxx_xxx SubNetMask set LANのSNMをセットする

  xxx: 000～255 電源再立ち上げまたは "REST"コマンド後有効

SNM？ SubNetMask read SNMの読み出し

応答：SNM255_255_255_000 など

特殊コマンド(内部ROMの初期化ｺﾏﾝﾄﾞです。IPｱﾄﾞﾚｽが不明になったときなどにUSB通信でお使いください）

INITROM Internal ROM data 内部ROM初期化内容

  Initialize IP Address: 192.168.1.123, Gateway:192.168.1.1, 

Subnet mask:255.255.255.0  Port Number:7777,

Timer preset value:1000ms,

Counter preset value:1,000,000

Timer/Couter stop disable,

Upper display:Timer, 

Lower display:Counter7(preset counter), 

Backlight on

Timer同期ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞﾃﾞｰﾀ: ch0～ch7 & Timer & decimal

Timer同期ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾊﾞﾙ:100ms
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１．製品仕様

１-１．製品概要

　本取扱説明書はＣＴ０８－０１Ｄ、ＣＴ１６－０１Ｄ、ＣＴ３２－０１Ｄ、ＣＴ４８－０１Ｄ、ＣＴ６４－０１Ｄ共通

の説明書となっています。　チャンネル数の表現のみの差ですので、適宜読み替えてご利用ください。

８～６４チャンネルの高速３２ビットカウンタと１チャンネルのタイマからなる汎用カウンタ／タイマです。

タイマの設定時間内の入力またはカウンタの設定カウント数内の入力を同時にカウントします。

設定時間は0.000001秒～1,000,000秒以上まで、設定カウント数は1cts～4,294,967Kctsまで

任意に設定できます。EIA ２unitケースに収納されております。

LANまたはUSBで外部通信できます。

 GATE IN信号のON/OFFまたは、内部クロック（ON時間、OFF時間設定可）に同期して

データを最大１００００回まで収集できます。　＊注）

　LCD表示器を搭載し、カウント値・タイマー値・プリセットカウンタ値・タイマープリセット値のうち

２つを通信ラインからのコマンドにより上段又は下段に表示ができます。

＊注）チャンネル数により増減します。

１-２．外　観（ＣＴ４８－０１Ｄ）

　前面パネルレイアウト

① 　　② ④ ⑤

　 ③

① POWERｽｲｯﾁです。　電源投入時に照光ﾗﾝﾌﾟが点灯します。

② １６文字２行の表示器です。

カウント値，タイマー，プリセットカウンタ，タイマープリセットから２値を上下段に表示できます。

③ ｶｳﾝﾀ入力ｺﾈｸﾀです。０CH～４７ＣＨまであります。７CHはﾌﾟﾘｾｯﾄ可能のｶｳﾝﾀです。

④ ｶｳﾝﾄｽﾀｰﾄ状態を表すﾗﾝﾌﾟです。ﾗﾝﾌﾟ点灯はｶｳﾝﾀｹﾞｰﾄ開を表します。

⑤ リセットボタンです。

＜１秒以下の一押しで、電源投入時と同じリセット動作を行います。

＞２秒以上押し続けると、搭載ファームウェアの更新モードに移行します。

詳細は、　６．ファームウェアのバージョンアップ　をご覧ください。

　裏面パネルレイアウト

⑥ ⑦　　　 ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

取扱説明書
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⑥ 外部からのTTL(3.3-5V)信号を入力します。

START: "H"の立上りでｶｳﾝﾀのｽﾀｰﾄﾊﾟﾙｽになります。

ｵｰﾌﾟﾝでは"L"となります。

ﾀｲﾑｱｯﾌﾟ停止やｶｳﾝﾄｱｯﾌﾟ停止が選ばれていて、ﾀｲﾑｱｯﾌﾟやｶｳﾝﾄｱｯﾌﾟ

状態ではｽﾀｰﾄできません。ｽﾀｰﾄ状態は前ﾊﾟﾈﾙのﾗﾝﾌﾟで確認できます。

STOP: "H"の立上りでｶｳﾝﾀのｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾙｽになります。

ｵｰﾌﾟﾝでは"L"となります。

GATE: "L"で動作中のｶｳﾝﾀを一時停止できます。"H"にもどすと再ｽﾀｰﾄします。

ｵｰﾌﾟﾝでは"H"と同じになります。

⑦ ｶｳﾝﾀ動作中のＴＴＬ(5V)出力です。

他のﾓｼﾞｭｰﾙのGATEに入力することで最上位のｶｳﾝﾀによる同期運転ができます。

　START, STOP, GATE, RUN の信号は内部DIP SWで論理反転することができます。

　出荷時は、正論理になっています。　基板上のＤＳＷ１の当該スイッチを　ON→OFF

　にすると、負論理になります。　出荷時は正論理（ON)になっています。

⑧ ETHERNET（ＬＡＮ）接続用ｺﾈｸﾀです。10BASE-T,100BASE-Tで接続できます。

⑨ USBｺﾈｸﾀです。

⑩ 電源ﾋｭｰｽﾞﾎﾙﾀﾞです。ｶﾞﾗｽ管ﾋｭｰｽﾞ3Aが入っています。

⑪ 電源供給用インレット型コネクタです。AC90-240V対応です。

１-３．ブロック図

２．ご使用の前に

２－１．ｶｳﾝﾄ入力信号ﾚﾍﾞﾙの選択

CT48-01Dはｶｳﾝﾄ入力信号をTTLか、NIMﾚﾍﾞﾙをﾁｬﾝﾈﾙ毎に選択できます。

CH32 - CH47 は、上蓋を開けると入力レモコネクタ部にあるスライドＳＷで簡単に変更できます。

CH16 - CH31, CH00 - CH15は上側の基板をはずして変更しますが、難しい場合はお申し付けください。

チャンネル番号が大きくなる方向（正面から見て左）にスライドさせるとNIMレベル、小さくなる方向では

ＴＴＬレベルとなります。

LAN
USB

ＣＰＵ

タイマ

ｶｳﾝﾀ47

ｶｳﾝﾀ46

ｶｳﾝﾀ1

ｶｳﾝﾀ0

ｹﾞｰﾄ

ｹﾞｰﾄ

ｹﾞｰﾄ

ｹﾞｰﾄ

ｹﾞｰﾄ

TTL or
NIM

μs
clock

 on/off
   SW

TTL or
NIM

TTL or
NIM

TTL or
NIM

RUN(TTL OUT)

START(TTL IN)

STOP(TTL IN)

GATE(TTL IN)

PULSE IN(CH47)

PULSE IN(CH46)

PULSE IN(CH1)

PULSE IN(CH0)

DISPLAY
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出荷時はTTLレベルになっています。（ご希望に合わせて出荷できます）

２－２．LAN通信の設定

　２－２－１．準備

LANからのコントロールは、10Base-T/100Base-T通信ケーブルにより、ＴＣＰ／ＩＰコネクションによる

telnetプロトコルで行います。

ネットワークに接続するためにはIPアドレス、サブネットマスク、Port番号が設定されてなければなり

ません。CT48-01Dの出荷時の設定は、 IP:192.168.1.123 サブネットマスク：255.255.255.0

　Port番号：７７７７です。

パソコンと１：１で接続するにはクロスケーブルが必要ですが、ハブを介せばその必要はありません。

パソコンとの１：１接続テストは以下のように行います。

パソコンのＩＰアドレス、サブネットマスクを設定します。

たとえば、ＩＰアドレス：１９２．１６８．１．１０　サブネットマスク：２５５．２５５．２５５．０　としてみてください。

設定の仕方は、各パソコンのマニュアルをご覧下さい。

MS-DOSプロンプトを選択し、MS-DOSプロンプト内で　ｐｉｎｇ　を起動します。

Ｃ：￥Ｗｉｎｄｏｗｓ＞ｐｉｎｇ　１９２．１６８．１．123

Ｐｉｎｇｉｎｇ　１９２．１６８．１．123　ｗｉｔｈ　３２　ｂｙｔｅｓ　ｏｆ　ｄａｔａ：

Reply from 192.168.1.123: bytes=32 time=2ms TTL=255

Reply from 192.168.1.123: bytes=32 time=1ms TTL=255

Reply from 192.168.1.123: bytes=32 time=1ms TTL=255

Reply from 192.168.1.123: bytes=32 time=1ms TTL=255

Ｃ：￥Ｗｉｎｄｏｗｓ＞

などと返ってくれば物理的な接続は、正しく行われています。

接続が正しくない場合、以下のようになります。

Ｃ：￥Ｗｉｎｄｏｗｓ＞ｐｉｎｇ　１９２．１６８．１．123

Ｐｉｎｇｉｎｇ　１９２．１６８．１．123　ｗｉｔｈ　３２　ｂｙｔｅｓ　ｏｆ　ｄａｔａ：

Ｒｅｑｕｅｓｔ　ｔｉｍｅｄ　ｏｕｔ．

Ｒｅｑｕｅｓｔ　ｔｉｍｅｄ　ｏｕｔ．

Ｒｅｑｕｅｓｔ　ｔｉｍｅｄ　ｏｕｔ．

Ｒｅｑｕｅｓｔ　ｔｉｍｅｄ　ｏｕｔ．

Ｃ：￥Ｗｉｎｄｏｗｓ＞

この場合は、接続を確認してもう一度実行してみてください。

　２－２－２．ﾈｯﾄﾜｰｸの設定変更

接続が正しいことを確認したら、次にＣＴ４８－０１Ｄのネットワーク上での新たなＩＰアドレス、

ｔｅｌｎｅｔポート番号の変更を行います。（デフォルトのままで良ければ省略できます）

デフォルトでは、ＩＰアドレス：１９２．１６８．１．123　ポート番号：７７７７に設定されています。

ＩＰアドレスはお使いのネットワークに合わせて設定してください。

ポート番号は変更する必要がなければそのまま「７７７７」でお使い下さい。
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まず、ｔｅｌｎｅｔ等のＷｉｎｄｏｗｓ付属のソフトを使って接続テストをしてみてください。

ＤＯＳプロンプト画面で　ｔｅｌｎｅｔ　１９２．１６８．１．123　７７７７などと入力します。

（デフォルトの値または、現在の設定値を使います）

ｔｅｌｎｅｔの画面が立ち上がったら、”ＶＥＲ？”コマンドなど返事がもらえるコマンドを送り、

”1.00 12-02-23 CT48-01D"などと返ってくれば正常に接続されたことが確認できます。

ｔｅｌｎｅｔは、ハード的な接続のほかにソフト的な接続が行われますので、接続を切るときは

必ず、ｔｅｌｎｅｔによって行い、そのあとでケーブル接続を切って下さい。

次に、この回線（telnet)を使って、IPアドレス、ポート番号、ゲートウェイ、サブネットマスクの変更を

行います。

ＩＰアドレスの変更は、

ＩＰＡｘｘｘ＿ｘｘｘ＿ｘｘｘ＿ｘｘｘ 

コマンドで行います。 ＩＰアドレスを、　１９２．１６８．１．６０　にしたい場合は

ＩＰＡ１９２＿１６８＿００１＿０６０　と送信します。 

ＩＰアドレスの確認は、

ＩＰＡ？

コマンドで行います。

ＩＰＡ１９２＿１６８＿００１＿０６０　などと返ってきます。 

ポート番号の変更は、

ＰＲＴｘｘｘｘ 

コマンドで行います。　ポート番号を、　１０９９９　にしたい場合は

ＰＲＴ１０９９９　と送信します。 

ポート番号の確認は、

ＰＲＴ？

コマンドで行います。

ＰＲＴ　１０９９９　などと返ってきます。 

必要に応じて、サブネットマスク、ゲートウェイアドレスもセットできます。

これらの設定の後で　ＲＥＳＴ　コマンドを送信するか、前面パネルのRES/FWRスイッチを

＜１秒以内押すか、電源を切って数秒後に再度電源を入れるかすると、新しい設定で立ち上がります。

ＩＰアドレスなどのＬＡＮ関連設定が不明になってしまったときは、ＬＡＮによる設定変更ができません。

その場合は、２－３項にあるＵＳＢ通信を使って、確認、変更が行えます。

　２－２－３．パソコンの設定を元に戻す

パソコンの設定を変更した場合は初期の設定値に戻します。

　２－２－４．接続テスト

ｔｅｌｎｅｔ等のＷｉｎｄｏｗｓ付属のソフトを使って接続テストをしてみてください。

ＤＯＳプロンプト画面で　ｔｅｌｎｅｔ　１９２．１６８．１．123　７７７７などと入力します。

（新たに設定した値を使います）

ｔｅｌｎｅｔの画面が立ち上がったら、”ＶＥＲ？”コマンドなど返事がもらえるコマンドを送り、

”1.00 1２-02-2３ CT48-01D"などと返ってくれば正常に接続されたことが確認できます。

ｔｅｌｎｅｔは、ハード的な接続のほかにソフト的な接続が行われますので、接続を切るときは

必ず、ｔｅｌｎｅｔによって行い、そのあとでケーブル接続を切って下さい。

２－３．ＵＳＢ通信の設定

　２－３－１．準備

　ＵＳＢ(Universal Serial Bus)からのコントロールは、ドライバソフト（ホームページから

ダウンロードできます）のインストゥールによりＣＯＭポートと見なしたコントロールができます。
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CT48-01Dに電源を入れてＵＳＢｹｰﾌﾞﾙをパソコンと接続すると、新しいハードウェアが見つかった

(ＣＤＣ－ＲＳ２３２）と言うメッセージボックスが現れます。ドライバのインストゥールを促す画面の指示に

従って、ダウンロードしたドライバのフォルダを設定して下さい。

　　ドライバのインストゥールが正常に行われたら、

スタート→設定→コントロールパネルを開いて、「システム」アイコンをクリックします。

システムのプロパティ画面が現れたら、デバイスマネージャを選びます。更に「種類別に表示」

を選ぶと、ツリーの中の「ポート(COMとLPT)」の中に「ＹＳ　ＵＳＢ　ＣＯＭ　Ｐｏｒｔ(COM５)」などと

インストゥールされているのが確認できます。　

これを設定してプロパティを開き、Port Setting画面を出し、Advancedをクリックすると、

ＣＯＭポート番号の変更画面が現れ、変更が出来ます。この画面の下部にある

Disable PNP “のチェックボックスにﾁｪｯｸをしておくと、USBケーブルを再接続したときの

立ち上げ時間が早くなります。

ボーレートなどのＲＳ２３２Ｃ関連定数は変更する必要はありません。

　２－３－２．接続テスト

　パソコンに付属のハイパーターミナル等のRS232C通信ソフトを立ち上げます。

前項の準備で設定したCOMポート番号を設定して、通信ができるかどうか確認します。

USBを仮想的にCOMポートに見なしているだけなので、ボーレートの設定は関係ありません。

"VER?"コマンドなど返事がもらえるコマンドを送り、

  　　"1.00 1２-02-2３ CT48-01D"等と返ってくれば正常に接続されたことが確認できます。

２－４．信号ケーブル接続

　２－４－１．通信ケーブル接続

裏面パネルのUSBコネクタかLANコネクタのどちらかに通信用のケーブルを接続します。

両方に接続する必要はありませんが、両方に接続しても問題はありません。

両方の通信で制御する場合は最新のコマンド(後から送られたコマンド）が優先になります。

LANは、最大８カ所から同時接続できますが、ダウンロードは１個所からのみとなり、ダウンロード中は、

高速化の都合上一切の応答メッセージは出力されません。

超高速ダウンロード（全データ１６進形式ダウンロード）中は、停止コマンドも受け付けません。

　２－４－２．カウント信号接続

前面パネルのＣＨ０～ＣＨ4７のLEMOコネクタにカウントする信号を接続します。

最大４８ＣＨの信号が同時にカウントできます。

カウントする信号に合わせて(TTL or NIM)信号選択スイッチを切り換えておく必要があります。

（２－１参照）

　２－４－３．スタート信号(デフォルト：TTL正論理)

TTL正論理パルスを与えるとカウンタがスタートします。

パルス幅は１００ｎｓ以上与えてください。

前面パネルのLEDランプ点灯で状態が確認できます。

スタートしてからストップするまでに入力されたパルスがカウントされます。

スタート信号を入力しない場合は、通信ラインからスタートできます。

　２－４－４．ストップ信号(デフォルト：TTL正論理）

TTL正論理パルスを与えるとカウンタがストップします。

パルス幅は１００ｎｓ以上与えてください。

前面パネルのLEDランプ消灯で状態が確認できます。

スタートしてからストップするまでに入力されたパルスがカウントされます。

ストップ信号を入力しない場合は、通信ラインからストップできます。
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　２－４－５．ゲート信号（デフォルト：TTL正論理）

TTL正論理のゲート信号になります。

”Ｌ”で全カウンタとタイマは一時停止状態になります。

”Ｌ”の間に入った信号はｶｳﾝﾄしません。*)

前面パネルのLEDランプは”Ｌ”のとき消灯します。

ＬＥＤはｶｳﾝﾀｽﾀｰﾄ状態でｹﾞｰﾄ信号”Ｈ”のときに点灯になります。

入力しない場合（ｺﾈｸﾀ接続ｵｰﾌﾟﾝ）は”Ｈ”入力と見なされます。

ゲート同期データ収集モードではゲートがOFFになると、そこまでのデータをメモリーに格納します。

メモリーは最大１００００回までのデータを格納できます。

*) ｹﾞｰﾄｴｯｼﾞ同期ﾃﾞｰﾀ収集ﾓｰﾄﾞでｶｳﾝﾄしているときは”Ｌ”でもｶｳﾝﾄします。

　２－４－６．ＲＵＮ（ｶｳﾝﾄ中）信号出力（デフォルト：TTL正論理）

ｶｳﾝﾀがｽﾀｰﾄしていて、ｹﾞｰﾄ信号が”Ｈ”のとき（＝ＬＥＤ点灯時）にＴＴＬﾚﾍﾞﾙの”Ｈ”信号が

出力されます。

２台以上のﾓｼﾞｭｰﾙをご使用になる場合にこの信号を２台目のｹﾞｰﾄ信号とすることにより、

１台目のﾓｼﾞｭｰﾙの制御で２台目の制御が行えます。　*)

（２台目のﾓｼﾞｭｰﾙは常にｽﾀｰﾄ状態にしておき、ｹﾞｰﾄ信号でｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟを制御します）

３．カウントコマンド解説

３－１．通信コマンドについて

通信に使用するコマンドは全てＡＳＣＩＩデータのみ処理します。

通信のデリミタは、送受信ともにＣＲ＋ＬＦコードとします。

３－２．カウンタ設定と設定状態読み出しコマンド

３－２－１．カウント値停止有効

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ENCS カウント値停止を有効とします。 ROMにも記憶されます。

プリセットカウンタ（ＣＨ７）が設定値までカウントするとカウンタを

自動停止します。　GATEﾃﾞｰﾀ収集ﾓｰﾄﾞでは、無効になります。

３－２－２．タイマー値停止有効

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ENTS タイマ値停止を有効とします。 ROMにも記憶されます。

タイマが設定値までカウント（タイムアップ）するとカウンタを自動停止

します。GATEﾃﾞｰﾀ収集ﾓｰﾄﾞでは、無効になります。

３－２－３．カウンタ停止・タイマー停止無効

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

DSAS カウンタ停止・タイマ値停止を無効とします。 ROMにも記憶されます。

GATEﾃﾞｰﾀ収集ﾓｰﾄﾞでは、自動的にｶｳﾝﾀ停止・ﾀｲﾏ停止が無効になります。

カウンタを停止させるには、ＳＴＯＰコマンドか、TTLのＳＴＯＰ信号入力

または、GATEﾃﾞｰﾀ収集ﾓｰﾄﾞの停止条件が必要です。

３－２－４．モードの問合せ

問合せｺﾏﾝﾄﾞ形式

MOD? カウンタの現在のモードを読出します。

回答　

 R_SN_T_O R: remote mode (fixed)

SN: single mode (fixed)

T: T/timer stop mode, C/counter stop mode, N/not stop mode
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　（電源投入時は前の状態を維持し、GATE同期ﾃﾞｰﾀ収集ﾓｰﾄﾞでは"N"になります）

O: O/counter On, F/counter off

　（電源投入時は、counter offになります）

３－２－５．プリセットカウンタの設定と読み出し

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＳＣＰＲdddd・・・・ プリセットカウンタに１０進数でdddd・・・・を設定します

単位はKctsです。

最大4,294,967Kctsまで設定できます。

ＳＣＰＲＦdddd・・・・ プリセットカウンタに１０進数でdddd・・・・を設定します

単位はctsです。

最大4,294,967,295ctsまで設定できます。

問合せｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＣＰＲ？ ﾌﾟﾘｾｯﾄｶｳﾝﾀのｾｯﾄ値を読出します。

回答　

０００１００００ １０進数８桁でＫcts単位で返送されます。（８桁を越えると自動延長）

ＣＰＲF？ ﾌﾟﾘｾｯﾄｶｳﾝﾀのｾｯﾄ値を読出します。

回答　

０００１００００ １０進数８桁でcts単位で返送されます。（８桁を越えると自動延長）

３－２－６．タイマプリセット値の設定と読み出し

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＳＴＰＲdddd・・・・ タイマにプリセット値を１０進数でdddd・・・・を設定します

単位はmsです。 最大1,099,511,627msまで設定できます。

ＳＴＰＲＦdddd・・・・ タイマにプリセット値を１０進数でdddd・・・・を設定します

単位はμsです。最大1,099,511,627,775μsまで設定できます。

問合せｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＴＰＲ？ タイマプリセット値を読出します。

回答　

０００１００００ １０進数８桁でms単位で返送されます。（８桁を越えると自動延長）

ＴＰＲＦ？ タイマプリセット値を読出します。

回答　

０００１００００ １０進数８桁でμs単位で返送されます。（８桁を越えると自動延長）

３－３．カウンタ操作コマンド

３－３－１．カウンタスタート

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

STRT カウンタをスタートします。

３－３－２．カウンタストップ

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

STＯＰ カウンタをストップします。

ゲート同期データ収集動作も途中強制停止されます。

３－４．カウンタ・タイマ現在データ読み取り・クリアコマンド

３－４－１．全カウンタ・タイマ読み取り・クリア

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＲＤＡＬ？ 全カウンタ・タイマの現在値を読み取ります。
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回答　

１２３４５６７８９０　２３４５６７８９０１　３４５６７８９０１２　・・・・・　０１２３４５６７８９

１０進数１０桁でＣＨ０～ＣＨ７，タイマの順に返送されます。

カウンタはcts単位、タイマはμｓ単位です。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＲＤＡＬＨ？ 全カウンタ・タイマの現在値を１６進数で読み取ります。

回答　

1DC2829F 07C38528 0451EEC3 106D8230 ・・・・・ 00FFE101 000161C602

１６進数８桁でＣＨ０～ＣＨ７，１０桁でタイマの順に返送されます。

カウンタはcts単位、タイマはμｓ単位です。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＣＬＡＬ？ 全カウンタ・タイマをクリアします。

３－４－２．カウンタ読み取り・クリア

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＣＴＲ？ｘｘ カウンタｘｘ（００～０７）の現在値を読み取ります。

ＣＴＲ？ｘｘｙｙ カウンタｘｘ（００～０６）からyy（０1～０7）の現在値を読み取ります。

回答例　

１２３４５６７８９０

１２３４５６７８９０　２３４５６７８９０１　３４５６７８９０１２　・・・・・　０１２３４５６７８９

１０進数１０桁で順に返送されます。

カウンタはcts単位です。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＣＴＲＨ？ｘｘ カウンタｘｘ（００～０７）の現在値を１６進数で読み取ります。

ＣＴＲＨ？ｘｘｙｙ カウンタｘｘ（００～０６）からyy（０1～０7）の現在値を読み取ります。

回答例　

1DC2829F

1DC2829F 07C38528 0451EEC3 106D8230 ・・・・・ 00FFE101

１６進数８桁で順に返送されます。

カウンタはcts単位です。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＣＬＣＴｘｘ カウンタｘｘ（００～０７）の現在値をクリアします。

ＣＬＣＴｘｘｙｙ カウンタｘｘ（００～０６）からyy（０1～０7）の現在値をクリアします。

ＣＬＰＣ カウンタ０７（プリセットカウンタ）の現在値をクリアします。

３－４－３．タイマ読み取り・クリアおよび設定読取り

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＴＭＲ？ タイマの現在値を読み取ります。

回答例　

１２３４５６７８９０
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１０進数１０桁で返送されます。

タイマ値はμｓ単位です。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＴＭＲＨ？ タイマの現在値を１６進数で読み取ります。

回答例　

000161C602

１６進数１０桁で返送されます。

タイマ値はμｓ単位です。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＣＬＴＭ タイマの現在値をクリアします。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＣＴＭＲ？uuvvww 設定のカウンタ・タイマの現在値を１０進数で読み取ります。

カウンタ： uu ～ vv ch　タイマ：ww/01 読取り　ww/00 読取なし

回答例　

１２３４５６７８９０　１２３４５６７８９０　１２３４５６７８９０　１２３４５６７８９０　１２３４５６７８９０　１２３４５６７８９０

１０進数１０桁で返送されます。

カウンタはcts単位、タイマ値はμｓ単位です。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＣＴＭＲＨ？uuvvww 設定のカウンタ・タイマの現在値を１６進数で読み取ります。

カウンタ： uu ～ vv ch　タイマ：ww/01 読取り　ww/00 読取なし

回答例　

1DC2829F 07C38528 0451EEC3 106D8230 ・・・・・ 00FFE101

１６進数８桁で返送されます。

カウンタはcts単位、タイマ値はμｓ単位です。

３－４－４．内部タイマ同期タイマ・カウンタの連続読み取り

あらかじめ設定した定期インターバルで所定のタイマ・カウンタを連続で読出（ダウンロード）します。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＴＳＤＬ(H)uvw タイマ同期ダウンロードの内容を設定します。

Hをつけると１６進数で、つけないと１０進数でデータが得られます。

(Timer Synchronous DownLoad)

u: 0 - 7 / top counter channel

v: 0 - 7 / end counter channel 

u から v までのチャンネルが読み出せます。　

u => v のときカウンタ u が読み出されます。

w: 0/ without timer data, 1/with timer data

送信例　

 "TSDＬ0７1" ダウンロード内容をカウンタのｃｈ０～ｃｈ７及びタイマとした場合です。

 "TSDＬ7７0" ダウンロード内容をカウンタのｃｈ７のみとした場合です。

 "TSDＬＨ0７1" ダウンロード内容をカウンタのｃｈ０～ｃｈ７及びタイマとした場合です。

 "TSDＬＨ7７0" ダウンロード内容をカウンタのｃｈ７のみとした場合です。

ＴＳＤＬX(H)uuvvww タイマ同期ダウンロードの内容を設定します。

Hをつけると１６進数で、つけないと１０進数でデータが得られます。

(Timer Synchronous DownLoad)

15/32



uu: 00 - 47 / top counter channel

vv: 00 - 47 / end counter channel 

uu から vv までのチャンネルが読み出せます。　

uu => vv のときカウンタ uu が読み出されます。

ww: 00/ without timer data, 01/with timer data

送信例　

 "TSDＬX004７01" ダウンロード内容をカウンタのｃｈ０～ｃｈ4７及びタイマとした場合です。

 "TSDＬX474７00" ダウンロード内容をカウンタのｃｈ4７のみとした場合です。

 "TSDＬXＨ004７01" ダウンロード内容をカウンタのｃｈ０～ｃｈ７及びタイマとした場合です。

 "TSDＬXＨ070700" ダウンロード内容をカウンタのｃｈ７のみとした場合です。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＴＳＤＴxxx タイマ同期のインターバル時間を１０ｍｓ単位で設定します。

xxx: 10ms単位のインターバル値

送信例　

 "TSDT001" インターバルを１０ｍｓとした例です。

xxxは、００１～９９９９まで設定できます。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＴＳＤＴ？ タイマ同期のインターバル時間を問合せます。

回答例　

 "1０ｍｓ" インターバルが１０ｍｓの場合です。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＴＳＤＳＴＲＴ 設定されたタイミングで、設定された内容の連続ダウンロードを開始します。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＴＳＤＳＴＯＰ タイマ同期連続ダウンロードを停止します。

ＳＴＯＰ カウンタの停止とタイマ同期連続ダウンロードを停止します。

１０進数ダウンロード形式

１２３４５６７８９０

１２３４５６７８９０　２３４５６７８９０１　３４５６７８９０１２　・・・・・　０１２３４５６７８９

１０進数１０桁で順に返送されます。　１０桁を越えると自動延長されます。

カウンタはcts単位です。

１６進数ダウンロード形式

1DC2829F1234

1DC2829F5678 07C385289ABC 0451EEC3DEF1 106D82302345 ・・・・・ 00FFE101

カウンタは１６進数12桁で、タイマは１０桁で順に返送されます。

カウンタはcts単位です。

タイマ・カウンタの連続読取りコマンド送信例

１） "TSDLH671" カウンタ６，７ＣＨとタイマの１６進数での読取を設定します。

２） "TSDT010"または"TSDT10" 読取りインターバルを１００ｍｓに設定します。

３） "TSDSTRT" 読取を開始します。

４） "CLAL" タイマと全カウンタをクリアします。

５） "DSAS" カウンタ停止、タイマ停止を無効にします。
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６） "STRT" カウンタをスタートします。

７） "TSDSTOP" 連続ダウンロードを停止します。

８） "STOP" カウンタを停止します。

３）の"TSDSTRT"コマンドの前に"TSDLH671"や"TSDT010"が発行されていなければなりません。

一度発行されていれば、その内容は保存されています。

"STRT" コマンドは、都合により"TSDSTRT"と前後してもかまいません。

毎回ダウンロードするデータの量と読取インターバルの設定によっては、通信回線の速度によって

データが欠けることがあります。　３－８項の「データの読み出し時間について」を考慮してください。

３－４－５．外部ゲート入力同期タイマ・カウンタの連続読み取り

外部ゲート入力タイミングに同期したインターバルで所定のタイマ・カウンタを連続で読出（ダウンロード）します。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＸＳＤＬ(H)uvw 外部ゲート入力同期ダウンロードの内容を設定します。

Hをつけると１６進数で、つけないと１０進数でデータが得られます。

(eXternal Synchronous DownLoad)

u: 0 - 7 / top counter channel

v: 0 - 7 / end counter channel 

u から v までのチャンネルが読み出せます。　

u => v のときカウンタ u が読み出されます。

w: 0/ without timer data, 1/with timer data

送信例　

 "XSDＬ0７1" ダウンロード内容をカウンタのｃｈ０～ｃｈ７及びタイマとした場合です。

 "XSDＬ7７0" ダウンロード内容をカウンタのｃｈ７のみとした場合です。

 "XSDＬＨ0７1" ダウンロード内容をカウンタのｃｈ０～ｃｈ７及びタイマとした場合です。

 "XSDＬＨ7７0" ダウンロード内容をカウンタのｃｈ７のみとした場合です。

XＳＤＬX(H)uuvvww 外部ゲート入力同期ダウンロードの内容を設定します。

Hをつけると１６進数で、つけないと１０進数でデータが得られます。

(Timer Synchronous DownLoad)

uu: 00 - 47 / top counter channel

vv: 00 - 47 / end counter channel 

uu から vv までのチャンネルが読み出せます。　

uu => vv のときカウンタ uu が読み出されます。

ww: 00/ without timer data, 01/with timer data

送信例　

 "XSDＬX004７01" ダウンロード内容をカウンタのｃｈ０～ｃｈ4７及びタイマとした場合です。

 "XSDＬX474７00" ダウンロード内容をカウンタのｃｈ4７のみとした場合です。

 "XSDＬXＨ004７01" ダウンロード内容をカウンタのｃｈ０～ｃｈ７及びタイマとした場合です。

 "XSDＬXＨ070700" ダウンロード内容をカウンタのｃｈ７のみとした場合です。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

XＳＤＳＴＲＴ 外部ゲート入力に同期して設定された内容の連続ダウンロードを開始します。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＸＳＤＳＴＯＰ 外部ゲート入力同期連続ダウンロードを停止します。

ＳＴＯＰ カウンタの停止と外部ゲート入力同期連続ダウンロードを停止します。

１０進数ダウンロード形式
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１２３４５６７８９０

１２３４５６７８９０　２３４５６７８９０１　３４５６７８９０１２　・・・・・　０１２３４５６７８９

１０進数１０桁で順に返送されます。　１０桁を越えると自動延長されます。

カウンタはcts単位です。

１６進数ダウンロード形式

1DC2829F1234

1DC2829F5678 07C385289ABC 0451EEC3DEF1 106D82302345 ・・・・・ 00FFE101

カウンタは１６進数12桁で、タイマは１０桁で順に返送されます。

カウンタはcts単位です。

タイマ・カウンタの連続読取りコマンド送信例

１） "ＸＳＤLH671" カウンタ６，７ＣＨとタイマの１６進数での読取を設定します。

２） "ＸＳＤSTRT" 読取を開始。このコマンドでゲート入力はタイミング入力になります。

３） "CLAL" タイマと全カウンタをクリアします。

４） "DSAS" カウンタ停止、タイマ停止を無効にします。

５） "STRT" カウンタをスタートします。

６） "ＸＳＤSTOP" 連続ダウンロードを停止します。

７） "STOP" カウンタを停止します。

２）の"ＸＳＤSTRT"コマンドの前に"ＸＳＤLH671"や"ＸＳＤT010"が発行されていなければなりません。

一度発行されていれば、その内容は保存されています。

"STRT" コマンドは、都合により"ＸＳＤSTRT"と前後してもかまいません。

毎回ダウンロードするデータの量と読取インターバル（ゲート入力タイミング）によっては、

通信回線の速度によってデータが欠けることがあります。

　３－８項の「データの読み出し時間について」を考慮してください。

３－５．オーバーフロー内容問い合わせ

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＡＬＭ？ ０～７ＣＨとタイマのオーバーフロー内容を問い合わせます。

回答例　

overＸＸＸＸ－－ タイマが正常

overＸＸＸＸＴＭ タイマがオーバーフロー

　　ＸＸＸＸはカウンタのオーバーフローを１６進数で表します（１６ＣＨカウンタ互換のため４桁です）

例）

ｏｖｅｒ０００１－－ CH0がオーバーフローしていることを表します

ｏｖｅｒ０００９－－ CH0とCH３がオーバーフローしていることを表します。

ｏｖｅｒ００３９－－ CH0,CH３,CH4,CH5がオーバーフローしていることを表します。

ｏｖｅｒ０００ＡTM ＣＨ１とCH３及びタイマがオーバーフローしていることを表します。

ｏｖｅｒ００００－－ オーバーフローはありません。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＡＬＭＸ？ ０～４７ＣＨとタイマのオーバーフロー内容を問い合わせます。

回答例　

overＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ－－ タイマが正常

overＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＴＭ タイマがオーバーフロー
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　　ＸＸＸＸはカウンタのオーバーフローを１６進数で表します（１６ＣＨカウンタ互換のため４桁です）

例）

ｏｖｅｒ０００００００００００１－－ CH0がオーバーフローしていることを表します

ｏｖｅｒ０００００００００００９－－ CH0とCH３がオーバーフローしていることを表します。

ｏｖｅｒ００００００００００３９－－ CH0,CH３,CH4,CH5がオーバーフローしていることを表します。

ｏｖｅｒ０００１００００００００TM ＣＨ４０、ＣH３２及びタイマがオーバーフロー。

ｏｖｅｒ００００００００００００－－ オーバーフローはありません。

３－６．バージョン情報の容問い合わせ

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＶＥＲ？ バージョン情報を問い合わせます

回答例　

1.00 10-06-25 NCT48-01D

バージョン番号　日付　型式の順で返されます

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＶＥＲＨ？ ハードウェアバージョン情報を問い合わせます

回答例　

HD-VER 1 "HD-VER" + バージョン番号 の順で返されます

３－７．その他のコマンド

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＦＬＧ？０　　ＦＬＧ？１　　ＦＬＧ？２　　ＦＬＧ？３

それぞれ内部フラグ８ﾋﾞｯﾄの状態を二桁の１６進数でを返します。

FLG?0　への回答　 ０４　などと返され以下の内容になります。

ｂ７：

ｂ６：

ｂ５：

ｂ４：

ｂ３： カウンタ３オーバーフロー

ｂ２： カウンタ２オーバーフロー

ｂ１： カウンタ１オーバーフロー

ｂ０： カウンタ０オーバーフロー

FLG?１　への回答　 ０４　などと返され以下の内容になります。

ｂ７：

ｂ６：

ｂ５：

ｂ４：

ｂ３：

ｂ２： カウンタ６オーバーフロー

ｂ１： カウンタ５オーバーフロー

ｂ０： カウンタ４オーバーフロー

FLG?２　への回答　 FLG?３　への回答　

ｂ７： ｂ７：

ｂ６： RUN OUT ｂ６：
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ｂ５： COUNTER ON ｂ５：

ｂ４： タイマーオーバーフロー ｂ４：

ｂ３： カウンタ７オーバーフロー ｂ３：

ｂ２： TTL GATE ｂ２： Gate Edge mode ON

ｂ１： TTL STOP ｂ１： Timer Gate mode ON

ｂ０： TTL START ｂ０： Gate mode ON

４．カウントデータ収集コマンド解説

４－１．カウントデータ収集コマンドについて

このコマンド群は、カウンタの時々刻々のデータの変化をメモリー(*)に貯えて収集しようとする機能です。

収集するタイミングは、GATE信号を利用して外部からタイミングをとる方法と、内部タイマによる方法

の２つがあります。　下図のタイミング図のように、カウント時間内の入力パルス数分増加したデータが

メモリーに順次貯えられ（記憶され）ます。

（ゲートモード）

　ゲートが”Ｈ”のときのみカウントし、立ち下がりタイミングでカウントデータをメモリー(*)に保存します。

START(COMM) カウント時間（１ｍｓ以上）

休止時間(200ns以上）

GATE（TTL IN)    COUNTING    COUNTING    COUNTING    COUNTING

または、内部タイマ

LATCH DATA(INTERNAL)

MEMORY SAVE(INTERNAL)

   SAVE TIME    SAVE TIME    SAVE TIME

カウンタスタート

SAVE TIME >= 1ms が望ましいので、

　カウント時間＋休止時間　>= 1ms としてください。

（ゲートエッジモード）

　　ゲート信号の立ち下がりタイミング毎にカウントデータをメモリー(*)に保存します。

　　カウンタはスタートコマンド後の最初のゲート信号立ち下がりからカウントスタートし、ゲート”Ｌ”でも

　　カウントを続けます。

START(COMM) ”Ｈ”時間

”Ｌ”時間

GATE（TTL IN)    COUNTING    COUNTING    COUNTING

または、内部タイマ

LATCH DATA(INTERNAL)

カウンタスタート

MEMORY SAVE(INTERNAL)

   SAVE TIME    SAVE TIME    SAVE TIME

SAVE TIME >= 1ms が望ましいので、

　”Ｈ”時間＋”Ｌ”時間　>= 1ms としてください。

(*)　保存メモリーは約８ＭＢです。このためカウンタの機種によりチャンネル数の違いによるデータ量の

　　 差により保存できるデータの点数が異なり以下のようになります。

　　 ＣＴ０８－０１Ｄ：５６０００点、　ＣＴ１６－０１Ｄ：３００００点　　ＣＴ３２－０１Ｄ：１５０００点

　　 ＣＴ４８－０１Ｄ：１００００点　　ＣＴ６４－０１Ｄ：８０００点

20/32



４－２．データ収集準備コマンド

収集されたデータはメモリー（０～９９９９番地）に格納されます。

格納開始番地と格納終了番地が設定できます。

格納終了番地に達すると、データ収集は自動停止します。

現在収集中の格納番地が読み出せます。

４－２－１．現在データ番号クリア

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

CLGSDN 現在データ番号（データ格納開始番地）クリア

開始番地をゼロに設定します。

４－２－２．現在データ番号・全データクリア

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

CLGSAL 現在データ番号・全データをクリアます

データ格納開始番地をゼロに、全データメモリをクリアします。

このコマンドは完了するのに約３０秒かかります。

その間通信もできなくなるので、注意が必要です。

４－２－３．現在データ番号セットと読出し

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

GSDNddd・・・ 現在データ番号（データ格納開始番地）を１０進数でセットします。

ddd・・・　：　０　～　９９９９

問合せｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＧＳＤＮ？ 現在データ番号（データ格納開始番地）を読出します。

回答　

 ０　～　９９９９

４－２－４．測定最終データ番号セットと読出し

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＧＳＥＤddd・・・ 測定最終データ番号をセットします。

この番号までデータを取得後測定（データ収集）は自動終了します。

問合せｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＧＳＥＤ？ 測定最終データ番号を読出します。

回答　

０　～　９９９９ １０進数で返送されます。

４－３　GATE信号同期データ収集コマンド

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＧＳＴＲＴ ゲート同期データ収集スタート（電源投入直後は停止状態です）

４－２項の一連の準備の後でこのコマンドを与えると

GATE信号同期データ収集が開始されます。

GATE信号に同期して現在データ番号と最終データ番号で設定された

データ数だけ収集されます。　

STOPコマンドでデータ収集途中の強制停止もできます。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＧＥＳＴＲＴ ゲートエッジ同期データ収集スタート（電源投入直後は停止状態です）

４－２項の一連の準備の後でこのコマンドを与えると
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GATEの最初の立ち下がりエッジでカウンタゲートが開き、

GATE信号の立ち下がりエッジ同期データ収集が開始されます。

立ち下がりエッジに同期して現在データ番号と最終データ番号で

設定されたデータ数だけ収集されます。　

STOPコマンドでデータ収集途中の強制停止もできます。

４－４　内部生成クロック同期データ収集関連コマンド

CT48-01Dの内部で生成したクロックに同期してデータが収集されます。

データ収集開始前に、クロックのON時間とOFF時間を設定しておく必要があります。

この動作を行うときには外部入力GATE信号は通常のGATE信号として働きます。

したがって、内部発生クロックに同期したデータのみを収集をする場合は　GATE ONにしておきます。

（GATE ON ＝ 入力オープン:正論理時/デフォルトは正論理です）

４－４－１　ゲートタイマ ON 時間設定と読み出し

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＧＴＲＵＮddd・・・ ゲートタイマＯＮ時間設定

（μｓ単位で１μｓから最大４，２９４，９６７，２９５μｓまで設定可能です）

設定範囲は OFF 時間との合計が１００００（＝１０ｍｓ）以上を推奨します。

データを収集するのに必要な時間を確保するためです。

ＧＴＲＵＮ？ ゲートタイマＯＮ時間読み出し

回答　

２００００ ２０ｍｓの場合、２００００などとμｓ単位で読み出せます。

４－４－２　ゲートタイマ OＦＦ 時間設定と読み出し

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＧＴＯＦＦddd・・・ ゲートタイマＯＦＦ時間設定

（μｓ単位で０μｓから最大４，２９４，９６７，２９５μｓまで設定可能です。

　０μｓのときは約２００ｎｓになり、ゲートエッジ同期モードと同様に

　カウンタは連続計数状態になります）

設定範囲は OＮ 時間との合計が１００００（＝１０ｍｓ）以上を推奨します。

データを収集するのに必要な時間を確保するためです。

ＧＴＯＦＦ？ ゲートタイマＯＦＦ時間読み出し

回答　

２００００ ２０ｍｓの場合、２００００などとμｓ単位で読み出せます。

４－４－３　ゲートタイマ同期データ収集スタート

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＧＴＳＴＲＴ ゲートタイマ同期データ収集をスタートします。

電源投入直後は、停止状態です。

４－２－１～３項、および４－３－１～２の一連の準備の後でこのコマンド

を与えるとゲートタイマ同期データ収集が開始されます。

ゲートタイマ信号（内部生成）に同期して設定されたデータだけ収集されます。

"STOP"コマンドでデータ収集中の強制停止もできます。

４－５　同期データ収集動作共通コマンド

GATE IN 同期、　内部タイマクロック同期の双方のデータ収集に関する共通コマンドです。
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４－５－１．カウンタストップ

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

STＯＰ カウンタをストップします。　

GATE同期、タイマ同期のデータ収集も停止します。

４－５－２．ゲート同期データ収集状態読み出し

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＧＳＴＳ？ ゲート同期データ収集状態を読み出します。

回答

Gate mode ON ゲートモードでデータ収集中

Timer Gate mode ON タイマゲートモードでデータ収集中

Ｇａｔｅ　Ｅｄｇｅ　ｍｏｄｅ　ＯＮ ゲートエッジモードでデータ収集中

Ｎｏｗ　Ｈｅｘ　Ｃｏｎｖｅｒｓｉｏｎ １６進変換中（高速読出用１６進数データ変換中）

１ｍｓ～１０ｍｓのインターバルでデータ収集を行うと、高速読出用の

１６進数データ変換が追いつかず、データ収集完了後に変換完了まで

問合せに対してこのメッセージが出力されます。

Gate mode OFF ゲートモードオフ

４－５－３．全データ読み出し（０～現在データ番号まで）

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＧＳＤＡＬ？ 収集された全データ（０～現在データ番号の一つ前まで）を読み出します。

データ収集直後の現在データ番号は最終データ＋１番になっています。

  ch0      ch1     ch2　・・・・       ch7     timer

回答例 00123, 00456, 07890, ・・・・・ , 01234, 234567 ←　番号０のデータ

00123, 00456, 07890, ・・・・・ , 01234, 234567 ←　番号１のデータ

　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

00123, 00456, 07890, ・・・・・ , 01234, 234567 ←　番号ｎのデータ（ｎ：最終番号）

データは１行に８つのカウンタ（ｃｈ０～ｃｈ７）とタイマの順で出力されます。

各データは、５桁以下は頭にゼロをつけて５桁になるように出力されます。

５桁を超えると桁数にあわせたデータになります。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＧＳＤＡＬＸ？ 収集された全データ（０～現在データ番号の一つ前まで）を読み出します。

データ収集直後の現在データ番号は最終データ＋１番になっています。

  ch0      ch1     ch2　・・・・       ch４7     timer

回答例 00123, 00456, 07890, ・・・・・ , 01234, 234567 ←　番号０のデータ

00123, 00456, 07890, ・・・・・ , 01234, 234567 ←　番号１のデータ

　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

00123, 00456, 07890, ・・・・・ , 01234, 234567 ←　番号ｎのデータ（ｎ：最終番号）

データは１行に４８のカウンタ（ｃｈ０～ｃｈ４７）とタイマの順で出力されます。

各データは、５桁以下は頭にゼロをつけて５桁になるように出力されます。

５桁を超えると桁数にあわせたデータになります。
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ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＧＳＤＡＬＨ？ １６進数での読み出しです。

収集された全データ（０～現在データ番号の一つ前まで）を読み出します。

データ収集直後の現在データ番号は最終データ＋１番になっています。

  ch0    　　　　 ch1　　・・・・      chＲ４7 　    timer

回答例 1DC2829F,07C38528,・・・ 00FFE101,000161C602 ←　番号０のデータ

1DC2829F,07C38528,・・・ 00FFE101,000161C602 ←　番号１のデータ

　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1DC2829F,07C38528,・・・ 00FFE101,000161C602 ←　番号ｎのデータ（ｎ：最終番号）

データは１行に８つのカウンタ（ｃｈ０～ｃｈ７）とタイマの順で出力されます。

カウンタデータは、８桁で、タイマは１０桁で出力されます。

４－５－４．設定範囲データ読み出し

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＧＳＤＲＤ？ｘｘｘｘｙｙｙｙ データの設定範囲（xxxx～yyyy番号まで）を１０進数で読み出します。

ｘｘｘｘ, yyyy ：４桁以下は頭にゼロを並べて４桁で設定してください。

例）　ＧＳＤＲＤ？01234567

123番から４５６７番までの出力を設定した例です

  ch0      ch1     ch2　・・・・       ch7     timer

回答 02123, 00456, 07890, ・・・・・ , 01234, 234567 ←　番号123のデータ

03123, 00456, 07890, ・・・・・ , 01234, 234567 ←　番号124のデータ

　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

04123, 00456, 07890, ・・・・・ , 01234, 234567 ←　番号4567のデータ

データは１行に８つのカウンタ（ｃｈ０～ｃｈ７）とタイマの順で出力されます。

各データは、５桁以下は頭にゼロをつけて５桁になるように出力されます。

５桁を超えると桁数にあわせたデータになります。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＧＳＤＲＤＸ？xｘｘｘｙｙｙｙ(K) データの設定範囲（xxxx～yyyy番号まで）を１０進数で読み出します。

ｘｘｘｘ, yyyy ：４桁以下は頭にゼロを並べて４桁で設定してください。 

最後にＫをつけると×１０００を表します。　９９９９以上の番号指定時にお使いください。

例）　ＧＳＤＲＤ？01234567

123番から４５６７番までの出力を設定した例です

  ch0      ch1     ch2　・・・・       ch４7     timer

回答 02123, 00456, 07890, ・・・・・ , 01234, 234567 ←　番号123のデータ

03123, 00456, 07890, ・・・・・ , 01234, 234567 ←　番号124のデータ

　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

04123, 00456, 07890, ・・・・・ , 01234, 234567 ←　番号4567のデータ

データは１行に４８のカウンタ（ｃｈ０～ｃｈ４７）とタイマの順で出力されます。

各データは、５桁以下は頭にゼロをつけて５桁になるように出力されます。

５桁を超えると桁数にあわせたデータになります。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＧＳＤＲＤＨ？ｘｘｘｘｙｙｙｙ

データの設定範囲（xxxx～yyyy番号まで）を１６進数で読み出します。
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ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＧＳＤＲＤＸＨ？xｘｘｘｙｙｙｙ(K)

０～４７ＣＨのデータの設定範囲（xxxx～yyyy番号まで）を１６進数で読み出します。

ＬＡＮ接続時には高速読出（１ＭＢ／秒以上）ができます。

最後にＫをつけると×１０００を表します。　９９９９以上の番号指定時にお使いください。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＧＳＣＲＤ？uvwｘｘｘｘｙｙｙｙ データの設定範囲（xxxx～yyyy番号まで）を読み出します。

u:読み出し開始ch, v: 読み出し終了ch, w: 1のときタイマ読み出し 0の時読み出さない

ｘｘｘｘ, yyyy ：４桁以下は頭にゼロを並べて４桁で設定してください。

例）　ＧＳＣＲＤ？24101234567

ch2～ch4, timer を　123番から４５６７番までの出力を設定した例です

  ch2      ch3     ch4　  timer

回答例） 02123, 00456, 07890,  234567 ←　番号123のデータ

02123, 00456, 07890,  234567 ←　番号124のデータ

　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

04123, 00456, 07890,  234567 ←　番号4567のデータ

データは１行に設定数のカウンタ（ｃｈ０～ｃｈ７）とタイマの順で出力されます。

各データは、５桁以下は頭にゼロをつけて５桁になるように出力されます。

５桁を超えると桁数にあわせたデータになります。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＧＳＣＲＤＸ？uuvvwwｘｘｘｘｙｙｙｙ(K) データの設定範囲（xxxx～yyyy番号まで）を読み出します。

uu:読み出し開始ch, vv: 読み出し終了ch, ww: 01のときタイマ読み出し 00の時読み出さない

ｘｘｘｘ, yyyy ：４桁以下は頭にゼロを並べて４桁で設定してください。

最後にＫをつけると×１０００を表します。　９９９９以上の番号指定時にお使いください。

例）　ＧＳＣＲＤＸ？02040101234567

ch2～ch4, timer を　123番から４５６７番までの出力を設定した例です

  ch2      ch3     ch4　  timer

回答例） 02123, 00456, 07890,  234567 ←　番号123のデータ

02123, 00456, 07890,  234567 ←　番号124のデータ

　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

04123, 00456, 07890,  234567 ←　番号4567のデータ

データは１行に設定数のカウンタ（ｃｈ０～ｃｈ4７）とタイマの順で出力されます。

各データは、５桁以下は頭にゼロをつけて５桁になるように出力されます。

５桁を超えると桁数にあわせたデータになります。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＧＳＣＲＤＨ？uvwｘｘｘｘｙｙｙｙ

データの設定範囲（xxxx～yyyy番号まで）を１６進数で読み出します。

０～７ｃｈ用のコマンドです。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＧＳＣＲＤＸＨ？uuvvwwｘｘｘｘｙｙｙｙ(K)

データの設定範囲（xxxx～yyyy番号まで）を１６進数で読み出します。

０～４７ｃｈ用のコマンドです。

最後にＫをつけると×１０００を表します。　９９９９以上の番号指定時にお使いください。
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４－５－５．ＬＡＮ設定関連コマンド

ＬＡＮ設定は、ＲＥＳＴコマンドまたは、電源の再投入または、前パネルのRES/FWRボタンの１秒以下

押し下げの後に有効になります。それまでは古い設定で動き続けます。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＭＡＣ？ ＭＡＣアドレスを読み出します。

回答例

００５０Ｃ２９７００１８　などと１２桁の１６進数で読み出せます。　

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＩＰＡｘｘｘ＿ｘｘｘ＿ｘｘｘ＿ｘｘｘ ｘｘｘ：　０００～２５５

ＩＰアドレスを設定します。

例）ＩＰＡ１９２＿１６８＿００１＿０５５ ＩＰアドレスを１９２．１６８．１．５５　にします。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＩＰＡ？ ＩＰアドレスを読み出します。

回答例

ＩＰＡ１９２＿１６８＿００１＿０５５

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＰＲＴｘｘｘ＿ｘｘｘ＿ｘｘｘ＿ｘｘｘ ｘｘｘ：　０００～２５５

ポートアドレスを設定します。

例）ＰＲＴ　７７７７ ポートアドレスを　７７７７　にします。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＰＲＴ？ ポートアドレスを読み出します。

回答例

ＰＲＴ　７７７７

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＧＴＷｘｘｘ＿ｘｘｘ＿ｘｘｘ＿ｘｘｘ ｘｘｘ：　０００～２５５

ゲートウェイアドレスを設定します。

例）ＧＴＷ１９２＿１６８＿００１＿００１ ＧＷアドレスを１９２．１６８．１．５５　にします。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＧＴＷ？ ゲートウェイアドレスを読み出します。

回答例

ＧＴＷ１９２＿１６８＿００１＿００１

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＳＮＭｘｘｘ＿ｘｘｘ＿ｘｘｘ＿ｘｘｘ ｘｘｘ：　０００～２５５

ＬＡＮのサブネットマスクを設定します。

例）ＳＮＭ２５５＿２５５＿２５５＿０００ サブネットマスクを２５５．２５５．２５５．０　にします。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＩＰＡ？ ＩＰアドレスを読み出します。

回答例

ＩＰＡ１９２＿１６８＿００１＿０５５
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４－５－６．特殊コマンド

重要な設定は内部ＲＯＭに記録されています。

本コマンドで内部ＲＯＭデータを初期化できます。 LAN接続が不調になったときなどに

このコマンドをUSB通信を使って与え、電源を再立ち上げすると初期化内容の状態になります。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

INITROM 内部ＲＯＭデータを以下のように初期化します

初期化内容

IP Address : 192.168.1.123 Gateway address : 192.168.1.1

Subnet mask : 255.255.255.0 Port Number : 7777

Timer preset value : 1000ms Counter preset value : 1,000,000

Timer/Counter stop disable

Upper display:Timer Lower display:Counter07(preset counter)

Backlight ON

Timer同期ダウンロードデータ：ｃｈ０～ｃｈ７　＆　Timer & decimal

Timer同期ダウンロードインターバル：１００ｍｓ

４－５－７．データの読み出し時間について

データの読み出し時間は、内部マイコンの処理時間と通信部の速度によりますが、本カウンタは

LANへのインターフェースとマイコンのＤＭＡを利用しているため、高速（最大１ＭＢ／秒以上）で

ダウンロードできます。

（データの取得方法）

高速ダウンロードを実現するために生のカウントデータのほかに、１６進数変換したデータも保管して

いきます。　生のデータ保管だけなら１ｍｓ以上のインターバルで保管できますが、16進数変換部が

時間がかかる（４８個の３２ビット変換に約１０ｍｓ）ため、１ｍｓで１００００データを取得すると、取得が

完了後（１０秒後）に、１０ｍｓ×１００００－１０秒＝９０秒　待たないと１６進数データはダウンロード

できません。　１０ｍｓ毎にデータを取得した場合は、取得終了と同時に１６進数変換も終了しますので

すぐにダウンロードできます。

　１６進数に変換中であることを、４－５－２項の　ＧＳＴＳ？　コマンドで確認できます。

このコマンドの応答が、Ｇａｔｅ　ｍｏｄｅ　ＯＦＦ　になっていれば１６進数変換も完了しています。

（ダウンロードコマンドとダウンロード速度）

ダウンロードコマンドは、以下のように分類されます。

分類１．データ番号（０～９９９９）設定範囲の全チャンネル１６進数データダウンロード

ＧＳＤＡＬＸＨ？ ＧＳＤＲＤＸＨ？ｘｘｘｘｙｙｙｙ(K)

分類２．１．項以外の１６進数データダウンロード

ＧＳＤＡＬＨ？ ＧＳＤＲＤＨ？xxxｘxｙｙｙｙ ＧＳＣＲＤＨ？xxxxyyyy

GSCRDXH?uuvvwwxxxxyyyy（Ｋ）

分類３．１０進数データダウンロード

ＧＳＤＡＬ？ ＧＳＤＡＬＸ？ ＧＳＤＲＤ？ｘxxxyyyy ＧＳＤＲＤＸ？xxxxyyyy（Ｋ）

GSCRD?uvwxxxxyyyy GSCRDX?uuvvwwxxxxyyyy（Ｋ）

ダウンロード速度例（０～9９９９番地の全ＣＨ１６進数データは、約５ＭＢあります）

ＬＡＮ
速度

時間

分類２分類１ 分類３

２．０ＭＢ／Ｓ ８ＫＢ／Ｓ

０．５Ｓ／ＭＢ １８Ｓ／ＭＢ １２５Ｓ／ＭＢ

５４ＫＢ／Ｓ

27/32



５．LCD表示器ついての概要

５－１．LCD表示器仕様

１６文字２行　LEDバックライト付き(ON/OFF可能)

カウント値：0～4,294,967,295　タイマー値：0～1,099,511.62s　を表示

カウント値，タイマー値，プリセットカウンタ値，タイマープリセット値のうち２つをを通信ライン

からのコマンドにより、上段および下段に表示できます。

表示設定の内容とバックライトオン・オフ状態は保存されます。

表示例1（上段CH1のカウント値，下段タイマー値）

C N T 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

T I M E R 0 0 0 0 0 0 0 . 0 0

表示例2（上段プリセットカウンタ値，下段タイマープリセット値）

C N T P R 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

T I M P R 0 0 0 0 0 0 0 . 0 0

５－２－１．LCD表示ｺﾏﾝﾄﾞ

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

SDU00～47 LCD上段にCH0からCH47のいずれかのカウント値を表示します。

SDUTM LCD上段にタイマー値を表示します。

SDUCP LCD上段にプリセットカウンタ値を表示します。

SDUTP LCD上段にタイマープリセット値を表示します。

SDL00～47 LCD下段にCH0からCH47のいずれかのカウント値を表示します。

SDLTM LCD下段にタイマー値を表示します。

SDLCP LCD下段にプリセットカウンタ値を表示します。

SDLTP LCD下段にタイマープリセット値を表示します。

５－２－２．ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ制御ｺﾏﾝﾄﾞ

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

BKON バックライトをONします。

BKOFF バックライトをOFFします。

６．ファームウェアのバージョンアップ

    CT48-01Dはﾌｧｰﾑｳｪｱのﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟが通信環境を使って行えます

    手順は以下の通りです。

　　WindowsXP などのPCでＵＳＢ通信ラインを通して行いますので、ＵＳＢケーブルでＰＣとカウンタを接続します。

　　バージョンアップ用ファイル（最新版）をHPサイトから入手しておきます。

　　（以下、フラッシュＲＯＭ書込ソフトが用意できているものとして記載されています。用意されていない場合は

　　　最後の項目にある　初めてバージョンアップする場合　を参照してください）

　　バージョンアップの手順

１．フラッシュＲＯＭ書込ソフト　FWRITE.exe を立ち上げます。

分類１ 分類２ 分類３

ＵＳＢ
速度 ３６ＫＢ／Ｓ ３４ＫＢ／Ｓ ８ＫＢ／Ｓ

時間 ２８Ｓ／ＭＢ ３０Ｓ／ＭＢ １２５Ｓ／ＭＢ
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左の画面になるようにセットしてください。

ＣＯＭポートは、ＵＳＢ接続が、行われている

ときの、見なしポート番号を入力します。

詳しくは　２－３．　ＵＳＢ通信の設定　を参照

してください。

２．カウンタ本体を書込みモードに移行します。

　　書込モードへの移行方法は、前面パネルのRES/FWR穴に見えている押しボタンＳＷを２秒以上

　　押し続けます。（時間が短いとリセット動作となってしまいます）

　　移行がうまくいったかどうかは、次の項目がうまくいくかどうかで判断できます。

３．画面の書込ボタンをクリックすると、書込前のＲＯＭ消去がはじまり、すぐに書込ファイルを要求してきます。

　　要求に従って、あらかじめ用意したバージョンアップ用ファイルを設定すると、１～２秒で書込完了します。

４．画面の終了ボタンをクリックして書込を完了します。

　　カウンタ本体の電源を切り、再度（５～６秒以上後）電源を入れると新しいプログラムでスタートします。

　　あらかじめ設定されていた、ＬＡＮ関係の定数（IPアドレスなど）、タイマ停止・カウント値停止用のプリセット値

　　などは、保存されています。

　　はじめてバージョンアップを行う場合

初めてバージョンアップを行う場合は、バージョンアップ用ソフト（フラッシュＲＯＭ書込みソフト）が必要です。

このソフトは、ＨＰ上にアップロードされていませんので、弊社開発部へお申し込みください。

必要な、ソフトウェアをお送りいたします。

ＰＣはＵＳＢ通信ができるようになっていなければなりません。

ＵＳＢ通信を初めて使う場合は、ＵＳＢドライバをＰＣにインストゥールしておく必要があります。

その手順は、　２－３．　ＵＳＢ通信の設定　をご覧ください。

フラッシュＲＯＭ書込みソフトの準備

１．お送りしたフォルダ内の　FWRITE.exe　をダブルクリックすると下の画面が立ち上がります。

　　まず、ＣＰＵ情報ファイルの項の参照ボタンで同時にお送りしたフォルダ内にある、"H8SX1668.FWI"

　　を設定します。
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２．高速転送にチェックを入れ、クロック（Ｈｚ）に、１２００００００と書き込みます。

　　（ボーレートが１９２００（８～１８ＭＨｚ）、高速ボーレートが３８４００になっていますがこれは変更しません）

３．以上の準備が終わると、画面はバージョンアップの手順の１．項の画面のようになります。

　　このソフトを終了して再度立ち上げても画面は保存されており、同じ画面が立ち上がります。

　　初めてこのソフトを使う場合はここまでの手順の後に、バージョンアップの手順１．項へ進んでください。

７．複数のカウンタの同時制御

　　２台以上のカウンタを同時制御できます。

　　CT48-01Dは、48ＣＨのカウンタが内蔵されていますが、同じシリーズののカウンタを同時制御で使いたい場合

　　複数のCTXX-01Dを使って実現することができます。

　　概略は以下のようになります。

１台目のカウンタのRUN(TTL OUT)を２台目のカウンタのGATE(TTL IN)に接続します。

同様に３台目以降も可能です。

２台目以降のｶｳﾝﾀに"DSAS"ｺﾏﾝﾄﾞで自動停止禁止を送っておきます。

２台目以降のｶｳﾝﾀを"STRT"ｺﾏﾝﾄﾞでｽﾀｰﾄさせます。

必要ならば１台目のｶｳﾝﾀに外部からのｹﾞｰﾄ信号を入力します。

必要ならば１台目のｶｳﾝﾀにﾀｲﾏ停止の準備をします（"CLTM"、"ENTS","STPRdddd")

必要ならば１台目のｶｳﾝﾀにｶｳﾝﾀ停止の準備をします（"CLPC"、"ENCS","SCPRdddd")

１台目のカウンタを"STRT"ｺﾏﾝﾄﾞでｽﾀｰﾄさせます。

　　この手順で複数台のﾀｲﾏを同じﾀｲﾐﾝｸﾞでｶｳﾝﾄ開始・停止できます。

　　同様に、ゲート信号同期データ収集機能により、複数台のCTXX-01Dにより多チャンネルのデータ収集

　　が、可能です。

８．カウンタの使用注意事項

CT48-01Dは高速でｶｳﾝﾄする途中経過を正しく把握するために、ｶｳﾝﾄの途中でﾃﾞｰﾀ読み出しｺﾏﾝﾄﾞ

があると、約１２０nsｶｳﾝﾄを停止し、３２ﾋﾞｯﾄのﾃﾞｰﾀをﾗｯﾁします。　同時にﾀｲﾏも停止されます。

毎秒２０回読み出しが行われると、毎秒 １２０ns×２０＝２．４μs 時間ｶｳﾝﾀが停止することになります。

１回の読み出しに要する停止時間は皆同じで、たとえ一つのｶｳﾝﾀの読み出しであっても、全ての

ｶｳﾝﾀとﾀｲﾏは同時に停止しますので、少ないｺﾏﾝﾄﾞでたくさんの情報を読み出した方が安全です。

ﾀｲﾏ停止ﾓｰﾄﾞやｶｳﾝﾄ値停止ﾓｰﾄﾞでは、読み出しによるｶｳﾝﾀ停止にに伴う誤差は無いものと考えら

れます。　たとえばタイマ停止モードで１秒後に停止するようにカウンタを働かせたとします。

１秒間にカウント値読出が１０回行われると、読出しを行わないときと比較してタイマは

１２０ns×１０＝１．２μs遅れて停止します。　一方、同じく合計１．２μs同時に停止したカウンタもこの分

遅れてカウントが終了します。　従って、設定された時間内だけカウント動作が行われたことになります。

外部からのｹﾞｰﾄ信号内のﾊﾟﾙｽをｶｳﾝﾄする場合は、ｹﾞｰﾄ信号から読み出し時間を引いた分だけｶｳﾝﾄ

時間が短くなりますので注意が必要です。

ｶｳﾝﾄの途中でｶｳﾝﾄﾃﾞｰﾀを読み出さない場合はこれらの注意は必要ありません。

複数台のｶｳﾝﾀを同時制御で使う場合（７．複数のｶｳﾝﾀの同時制御　参照）のご注意

　複数台のｶｳﾝﾀを同時制御でお使いになる場合、それぞれのｶｳﾝﾀの途中経過を読み出す場合には

　読み出されるｶｳﾝﾀ（ﾓｼﾞｭｰﾙ）のみが、読み出し毎に１２０ns の時間、ｶｳﾝﾄを停止します。

　従って、ｶｳﾝﾄﾊﾟﾙｽの状況と読み出しﾀｲﾐﾝｸﾞや読み出し回数のばらつきにより、各ｶｳﾝﾀ（ﾓｼﾞｭｰﾙ）

　間のｶｳﾝﾄﾃﾞｰﾀに誤差が生じることになりますので、注意が必要です。

　　例）　あるｶｳﾝﾀ（ﾓｼﾞｭｰﾙ）のみ毎秒１０回読み出した場合

　　読み出されたｶｳﾝﾀ（ﾓｼﾞｭｰﾙ）の時間は毎秒　１２０ns×１０＝１．２μs　遅れます。　

　　また、ｶｳﾝﾄ誤差が　１．２μs／１s (0.00012%)発生します。
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９．外部機器との接続

５Ｖ

TTL IC

GATE INPUT

GND

LEMO

TTL IC

START, STOP

GND

LEMO

GND

TTL IC

CH0～CH47
COUNT IN GND

LEMO

GND

GND

10K

51

SLIDE SW TTL LEVEL

NIM LEVEL

NIM LEVEL
RECEIVER

10K

10K
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10．性能・仕様

電源 AC90～240V

ｶｳﾝﾀ入力 TTL ﾚﾍﾞﾙ入力   電圧ﾚﾍﾞﾙ 3.3V or 5V

　Ｚin = 10KΩ

 (3.3V～5V) 　ｶｳﾝﾄ周波数　１００ＭＨz以上

NIM ﾚﾍﾞﾙ入力 　電流ﾚﾍﾞﾙ -12mA～-36mA:"1"  -4mA～+20mA:"0"

  Ｚin = 50Ω

　　 　ｶｳﾝﾄ周波数　３００ＭＨz以上

入力ｺﾈｸﾀ 　LEMO ERA00250CTL 相当

ﾁｬﾝﾈﾙ数 　０～4７ﾁｬﾝﾈﾙ (ＣＨ７はﾌﾟﾘｾｯﾄｶｳﾝﾀ）

ｶｳﾝﾄ桁数 　３２ﾋﾞｯﾄ（０～４，２９４，９６７，２９５） 　又は　４８ビット

ﾀｲﾏ機能 ﾁｬﾝﾈﾙ数 　１ﾁｬﾝﾈﾙ　４０ﾋﾞｯﾄ　１～１，０９９，５１１，６２７，７７５μs

分解能・精度 　0.000001秒(1μs)　　　精度　0.005%  又は４８ビット

設定時間 　1～ １，０９９，５１１，６２７，７７５μs　または　ms 単位設定可

fixedｶｳﾝﾀ機能 ﾁｬﾝﾈﾙ数  １ﾁｬﾝﾈﾙ　CH７ 固定

設定ｶｳﾝﾄ数  1～ ４，２９４，９６７，２９５cts　または　Ｋcts　単位設定可

ｶｳﾝﾄﾓｰﾄﾞ single mode ｽﾀｰﾄﾄﾘｶﾞまたは"STRT"ｺﾏﾝﾄﾞで、設定時間または設定

ｶｳﾝﾄ数内の入力ﾊﾟﾙｽを１回だけｶｳﾝﾄします

ｽﾄｯﾌﾟﾄﾘｶﾞまたは、"STOP"ｺﾏﾝﾄﾞで途中停止できます

設定時間停止、設定ｶｳﾝﾄ数停止を禁止するとｽﾄｯﾌﾟﾄﾘｶﾞ

または"STOP"ｺﾏﾝﾄﾞで停止するまでｶｳﾝﾄします

ｶｳﾝﾄﾃﾞｰﾀ GATE同期 GATE信号に同期してGATE ON時間毎の累計データを自動

　収集ﾓｰﾄﾞ  ﾃﾞｰﾀ収集ﾓｰﾄﾞ 収集します。　最大１００００ﾃﾞｰﾀ。

GATE ON時間とOFF時間の合計は1ms以上必要です

内部ﾀｲﾏｸﾛｯｸ 内部ﾀｲﾏｸﾛｯｸに同期してｸﾛｯｸ ON時間毎の累計データを

同期ﾃﾞｰﾀ収集 自動収集します。　最大１００００ﾃﾞｰﾀ。

　ﾓｰﾄﾞ ｸﾛｯｸ ON時間とOFF時間の合計は1ms以上必要です

TTL ｹﾞｰﾄ IN 外部GATE入力により、全ｶｳﾝﾀ及びﾀｲﾏに同時ｹﾞｰﾄがかけられます。

ｵｰﾌﾟﾝまたは"H"でｶｳﾝﾄします。内部スイッチで論理反転できます。

GATE同期データ収集モードの同期信号になります。

ｶｳﾝﾄ中LED ｶｳﾝﾄ中を示すLED(緑)があります

ｶｳﾝﾄ中OUT ｶｳﾝﾄ中を表すTTL出力があります。

複数のﾓｼﾞｭｰﾙを使用する場合この出力を次の段のﾓｼﾞｭｰﾙのTTLｹﾞｰﾄINに

入力することにより最上位のﾓｼﾞｭｰﾙで同時にｺﾝﾄﾛｰﾙできます

内部スイッチで論理反転できます

ｺﾝﾄﾛｰﾙ入力 ｶｳﾝﾀｽﾀｰﾄ入力(TTL IN 立上り)  ｶｳﾝﾀｽﾄｯﾌﾟ入力(TTL IN 立上り）

内部スイッチで論理反転できます

LCD表示機能 表示文字数 16文字2行

表示値 ｶｳﾝﾄ値、ﾀｲﾏｰ値、ﾌﾟﾘｾｯﾄｶｳﾝﾀ値、ﾀｲﾏｰﾌﾟﾘｾｯﾄ値

表示ｶｳﾝﾄ値  0～ ４，２９４，９６７，２９５cts

表示ﾀｲﾏｰ値 ０～ 1，099，511．62s

通信機能 LAN（TCP/IP SOCKET CONNECTION 同時８接続可）, USB

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ USBポートを利用したﾌｧｰﾑｳｪｱのﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ機能があります

ｹｰｽ EIA1U　(H88×W482×D330)

その他ご不明の点は、下記宛お問い合わせ下さい。

　ツジ電子株式会社　開発・設計部

〒300-0013 茨城県土浦市神立町３７３９

　TEL 029-832-3031（代表） FAX 029-832-2662

　E-mail : info2@tsuji-denshi.co.jp
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